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概要
近代以前の日本の歴史資料は大量に存在するもの

の，多くの現代人にとって，資料に書かれた内容を
読み解くことは容易ではない．本研究では，古典語
テキストの読解支援の技術として，古典日本語から
現代日本語への機械翻訳に取り組む．本言語対での
機械翻訳研究を推進するため，中世・近世資料から
なる評価用対訳データセットの構築を行い，さらに
同データセットを用いた商用・オープン LLMの翻
訳精度自動評価を行い，モデル別・ドメイン別の性
能差を確認した．

1 はじめに
近代以前に筆記・刊行された日本の歴史資料は，

膨大な量が現存している．国書データベース [1]な
どのデータアーカイブ事業によって，数十万点規模
の資料のデジタル画像化が進められており，クラウ
ドソーシング翻刻 [2]や自動翻刻技術 [3, 4]の普及・
発展に伴い，資料画像のテキスト化も進んでいる．
このように，多くの資料について画像・文字情報へ
のアクセスが容易になってきた．しかし，資料に記
された内容を読み解き，過去の時代の「知識」にア
クセスするには，歴史的背景や古典日本語の専門知
識がないと難しい．専門知識を持たない読み手でも
資料の内容を理解できるようにし，知識へのアクセ
ス性を高めるためには，古典語テキストの読解支援
の技術が重要となる．本研究では，その中でも，古
典語から現代語への機械翻訳（「現代語機械翻訳」
と呼ぶ）に焦点を当てる．
現代語機械翻訳における大きな課題として，(i)学
習資源の不足と (ii)評価資源の不足がある．学習資
源とは，翻訳モデルの学習に必要なデータ，特に大
規模な対訳テキスト・単言語テキストを指す．評価

資源の中核は，翻訳モデルの性能評価に利用可能な
対訳テキストと，深層学習指標の学習済みモデルで
ある．2種類の資源 (i)，(ii)とも，機械翻訳技術の発
展のために欠かせないものであるが，特に，(ii)の
評価資源の不足は，古典日本語の現代語機械翻訳お
よびその評価の研究の不足に直結していたと言え
る．過去に，日本語の現代語機械翻訳に取り組んだ
先行研究はいくつかあるものの [5, 6, 7]，非公開の
対訳テキストをモデル学習・評価に用いたものであ
り，後続の研究者がそれらの再現や発展のための研
究を行うことは困難であった．
こうした状況を打開すべく取り組まれた研究とし

て，橋本ら [8]および東山ら [9]の研究を挙げる．橋
本ら [8]は，中世・近世古文書資料を対象に，人手
による現代語訳作成作業と，商用 LLM現代語訳の
品質評価作業を行い，両作業で作成したデータを公
開した．東山ら [9]は，橋本らの人手評価結果を用
いて，既存の機械翻訳評価指標のメタ評価実験を行
い，BLEU [10]や BLEURT [11]といった評価指標の
有用性を確認した．また，同研究では，橋本らが用
いた資料とオープンな近世古典籍資料等を機械翻
訳評価データセットとして整備し，商用・オープン
LLMの現代語訳性能の自動評価を行った．これら
の研究で報告された評価結果の知見および構築され
たデータセットは，課題 (ii)を緩和し，後続の研究
を推進する役割を果たすと期待される．
本研究では，上述の先行研究の流れを汲み，日本
語の現代語機械翻訳研究をさらに推進することを
ねらいとする．具体的には，(1)東山ら [9]のデータ
セットを拡張し，収録資料のドメインを拡大すると
ともに，(2)ドメインごとの精度差を明らかにすべ
く既存 LLMの詳細な性能評価に取り組む．実験結
果から，(a)漢文テキストが多い古文書・古記録ドメ
インではどの LLMも翻訳精度が低い傾向にあるこ
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と，(b) Claude 4.5，次いで Gemini 2.5が，ドメイン
横断的に高い翻訳精度を示し，オープン LLMの精
度を大きく上回っていること，(c)このような精度
差が生じていることは，翻訳結果実例の品質を考慮
しても納得しやすい結果であることを確認した．構
築したデータセット JHPT V2は公開予定である1）．

2 対訳データセット
著者らの研究 [9]では，歴博中世文書，千葉県史，

信州地域史料アーカイブ，福井県文書館の 4種類の
データソースから，中世・近世日本語資料対訳デー
タセット JHPT V1を作成した．本研究では，「江戸
料理レシピデータセット」[12]2）を利用して対訳テ
キストを作成し，JHPT V1に加えることで，JHPT V2
を作成した．データの作成過程を以降で説明する．

JHPT V1の構築 V1データのサイズは，データ
ソース別では表 1 の上 4 行に示す内訳，ドメイン
（時代・分野）別では表 2の上 4行に示す内訳となっ
ている．つまり，時代別では，文字数において中世
資料の約 8%に対して近世資料が約 92%を占めてお
り，形態別では，1枚物の古文書・古記録が約 56%，
冊子体の古典籍が約 64%となっている．また，形
態に加えて内容でも分類すると，近世古典籍の文
学・地誌が約 49%と最大の割合を占めている．V1
のデータ構築は，対象資料の選定，HTML や PDF
ファイルからのテキスト抽出，セグメント単位（翻
刻・校訂時に付加された句点や読点の位置で区切っ
た単位）での分割と原文・現代語訳セグメントの対
応付け，ルビの分離などのテキスト加工等という工
程により構築された．

JHPT V2の構築 V2では，表 1（表 2）の第 5行
に相当するデータを追加した．同データは，「江戸
料理レシピデータセット」として公開されている近
世古典籍『万宝料理秘密箱』の原文（翻刻文）・現代
語訳テキストのうち，『巻之二』に相当する部分を
利用して作成したものである．データの実例を表 4
（第 7・8行）に示す．この原データを採用した理由
は，再頒布可能なライセンスで原文・現代語訳が公
開されている貴重な資源であったこと，V1にない
料理という新たなジャンルのテキストであったこと
の 2点である．構築の工程は V1と概ね同様である．
テキスト加工については，原文の概ね文末に相当す
る位置までで原文・現代語訳をそれぞれ 1セグメン

1） https://github.com/shigashiyama/jhpt

2） https://codh.rois.ac.jp/edo-cooking/

表 1 JHPTのデータサイズ（#Doc：文書数，#Seg：セグ
メント数，#Char：原文文字数）

データソース #Doc #Seg #Char

V1

歴博中世文書 12 84 1,828
千葉県史 22 183 6,830
福井県文書 7 29 776
信州地域史料 10 374 17,199

V2 江戸料理レシピ 1 56 2,941

合計 53 726 29,574

表 2 JHPTのドメイン別データサイズ
ドメイン #Doc #Seg #Char

V1

中世古文書・古記録 16 96 2,038
近世古文書・古記録 25 205 7,521
近世古典籍-記録等 3 96 4,004
近世古典籍-文学・地誌 7 273 13,070

V2 近世古典籍-料理 1 56 2,941

トにまとめあげた．また，現代語訳が，レシピ特有
の手順番号表現（例：「 1Oを一度こす」）を含む場合
は，機械翻訳評価に利用しやすい原文に忠実な訳と
なるよう，個々の原文に応じて，丸付き数字＋格助
詞の個所を削除する，「その」「右の」など原文通り
の表現に置き換えるといった編集を加えた．

3 評価実験
JHPT V2を用いて，商用・オープン LLMの翻訳
精度自動評価を行う．特に，各 LLMの全体的な翻
訳精度を評価した文献 [9]の実験との相違点として，
本研究では，(1)ドメインごとの翻訳精度の違いの
評価，(2)より高性能と考えられる追加の商用 LLM
の評価を行う．
自動評価指標 文献 [9]で有効性が確認された評
価指標のうち，BLEUおよび BLEURTを使用する．
BLEUは，機械翻訳文 H中の単語 n-gramが参照訳
Rに含まれる割合を基にしたスコアを計算する表層
ベースの指標である．BLEURTは，多言語の機械翻
訳人手評価データで微調整されたマスク言語モデル
を用いて，原文 SおよびH，Rの 3つ組に対して 0～
1のスコアを予測する回帰型の指標である．BLEU
の計算には SacreBLEU [13]を使用し3），BLEURT学
習済みモデルには BLEURT-20 [14]を用いた．

3） Signature：“nrefs:1|case:mixed|eff:yes|tok:ja-mecab-0.996-
IPA|smooth:exp|version:2.5.1”．
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表 3 ドメイン別の翻訳精度（オープン LLM，商用 LLMにおける最高スコアをそれぞれ太字で表示）
中世古文書・ 近世古文書・ 近世古典籍 近世古典籍 近世古典籍

システム 古記録 古記録 （文学・地誌） （記録等） （料理）
BLEU BLEURT BLEU BLEURT BLEU BLEURT BLEU BLEURT BLEU BLEURT

原文 8.6 43.8 4.0 40.4 13.2 47.2 7.6 45.5 7.7 35.1

Sarashina2.2-3b-instruct-v0.1 12.7 58.6 12.8 59.2 20.1 63.4 14.4 63.6 15.7 61.6
Llama-3-ELYZA-JP-8B 15.2 53.1 12.1 53.8 22.3 53.2 20.4 61.9 17.5 52.7
Gemma-2-Llama-Swallow-9b-it-v0.1 16.0 57.3 15.6 58.4 24.3 63.4 19.2 65.8 20.1 61.3
llm-jp-3.1-13b-instruct4 17.6 52.3 15.5 56.0 26.9 62.0 17.4 62.3 19.4 56.9
Gemma-2-Llama-Swallow-27b-it-v0.1 19.5 60.7 16.9 59.2 26.6 65.5 20.6 67.1 22.3 58.6
DeepSeek-R1 (thinking: off) 15.6 60.6 16.6 60.8 26.4 66.6 18.3 66.6 21.4 64.3

Claude Opus 4.5 27.2 65.8 23.0 62.8 38.4 70.4 27.5 68.4 26.5 65.4
Claude Sonnet 4.5 23.6 65.2 22.0 61.7 36.9 69.0 25.4 68.6 24.3 63.2
Gemini 2.5 Flash (thinking_budget: 0) 21.2 62.8 20.2 61.1 33.0 67.7 21.6 67.6 23.5 64.7
Gemini 3 Flash (thinking_level: minimal) 18.8 63.6 19.2 64.3 29.5 69.0 17.4 67.0 19.4 65.1
Gemini 3 Flash (thinking_level: medium) 19.4 64.3 19.3 64.6 30.1 70.0 17.9 68.5 19.8 65.2
GPT-5 (reasoning effort: minimal) 15.8 59.4 18.0 60.8 24.5 65.5 18.6 66.7 21.5 61.9
GPT-5.2 (reasoning effort: none) 17.6 59.3 18.1 60.1 29.1 66.7 21.8 66.1 21.3 63.6
GPT-5.2 (reasoning effort: medium) 18.6 61.3 19.5 61.2 29.6 68.0 22.3 66.8 23.1 64.0

評価対象 LLM 表 3 に掲載する 6 種類の商用
LLM と，6 つのオープン LLM を評価する．商用
LLM については，文献 [9] で評価されたモデルの
他，より高い翻訳精度が期待される Claude Opus 4.5，
Gemini 3 Flash，GPT-5.2の 3モデルを加えた．オー
プン LLM については，文献 [9] で評価されたモデ
ルのうち翻訳精度が比較的高かったものを対象と
した．各 LLMでは，文献 [9]と同じく，原文に忠実
な現代語訳を要求する単純なプロンプトを使用し，
temperature=0.2（GPT-5/5.2以外）とした．また，「思
考」機能を利用できるモデルでは，thinkingなしま
たは最小限（DeepSeek-R1，Gemini），reasoning effort
最小（GPT-5/5.2）を基本の設定としつつ，思考レベ
ルを上げた設定も一部評価した．各 LLMについて，
2回の推論結果の精度の平均を報告する4）．

4 実験結果
4.1 ドメイン別翻訳精度

JHPT V2の各ドメインにおける各 LLMの翻訳精
度を表 3に示す．
まず，LLMの全体的な精度をドメイン別に見る

と，中世・近世とも「古文書・古記録」での精度が低
い傾向が見られる．これは，存在するデジタルデー
タのテキスト量自体が少なく，当該ドメインのごく
少量のテキストでしか各 LLMが事前学習を行って

4） ただし，GPT-5.2（reasoning effort: medium）については，
APIレート制限に達したことから 1回のみの実行となった．

いないと想定されることや，同時に，当該ドメイン
に多い漢文形式のテキストを「読む」能力が各 LLM
に乏しいことなどが理由と考えられる．参考に，
機械翻訳文の代わりに原文を入力した際のスコア
（「原文」行）を算出したところ，「近世古文書・古記
録」では BLEUスコアが最も低く，原文と参照訳の
表層的な乖離が大きいことがわかる．一方，「近世
古典籍-文学・地誌」では BLEUスコアが最も高い．

LLMごとの精度については，各商用 LLMが 5ド
メイン・2 指標を通じて，大半のオープン LLM よ
りも高いスコアを示した．特に，Claudeの最高性能
モデル Opus 4.5は全モデルの中で最高精度を示し，
Sonnet 4.5 も上回った．GPT-5.2（思考最小）では，
GPT-5と比べて BLEUを中心に各ドメインでのスコ
アが向上した．Gemini 3 Flash（思考最小）では，2.5
Flashと比べて 5ドメインで BLUEスコアが低下し
たが 4 ドメインで BLEURT スコアが向上し，どち
らのモデルが良いか一概に判断しがたい．GPT-5.2，
Gemini 3では，思考レベルを上げ推論コストを費や
すことで精度向上したが，元々の翻訳精度が高い
Claudeモデルとの差を埋めるには至っていない．
オープンLLMについては，DeepSeek-R1やGemma-

2-Llama-Swallow-27b が各ドメインで比較的高い精
度を示し，これらは GPT-5/5.2 と近い水準のスコ
アを達成しているといえる．しかし，Gemini 2.5や
Claudeの 2モデルとはスコアに開きがある．次節の
事例分析でも示すように，これら高性能な商用 LLM
には実際の品質としても劣っていると考えられる．
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表 4 原文，参照訳および LLM出力事例．赤字は誤訳，青字の下線部は他の誤りで， [Ommision]は原文の語句の訳し漏
れ，[Addition]は過剰生成，[Dependency]は当該語句に関する係り受け構造の誤りを意味する．
原文 此段前文申上候通り楫痛殊ニ汐行悪敷候故、是迄乗参御番所乗越候段不調法可申上様無御座

候、
参照訳 これは前に申し上げた通り楫が故障して、そのうえ潮流が悪かったので今までは寄港してい

た浦賀番所を素通りしてしまったもので、不始末で申し訳ありません。
Claude Opus 4.5 この件は前文で申し上げました通り、舵が痛んでおり、特に潮の流れが悪かったため、これ

まで乗ってきて御番所を乗り越えてしまいましたことは不調法であり、申し上げようもござ
いません。

Gemini 3 Flash (think-
ing_level: medium)

この件については、以前申し上げました通り、舵の傷みに加えて、とりわけ潮の流れが悪
かったため、ここまで航行してくる中で [Addition] [Omission: 乗参]番所を通り過ぎてしまったこと
は、不手際であり、弁解の余地もございません。

DeepSeek-R1
(thinking: off)

このたびは、先に申し上げましたように、櫓の痛みが特にひどく、潮の流れも悪いため、こ
れまで通りに船を出して [Addition] [Omission: 乗参]番所まで参上することができず、まことに不都
合でございますが、申し上げるべき方法もございません。

Gemma-2-Llama-
Swallow-27b

この段の前文に申し上げました通り、楫の痛みと潮の流れが悪いため、これまで御番所
に乗参して [Dependency]乗り越えてきたことは、不都合であると申し上げても差し支えございま
せん。

原文 是は大麥をよくよばしてずいぶん水にて能あらひ小茶碗にすこし入レたまごに昆布のだし
にすこし醬油とやき塩とを入レよきかげんして右茶碗にかけてむすべし

参照訳 これは、大麦をよくふやかし、水で丁寧に洗い、小茶碗に少し入れる。卵に昆布出汁と少量
の醬油、焼塩を入れ、丁度よい味加減にし、右の茶碗にかけて、蒸す。

Claude Opus 4.5 これは大麦をよく水に浸して [Addition]十分にふやかし、水でよく洗い、小さな茶碗に少し入れ、
卵に昆布の出汁と少しの醤油と焼き塩を入れ、よい加減に調味して、その茶碗にかけて蒸す
こと。

Gemini 3 Flash (think-
ing_level: medium)

これは、大麦をよくふやかして、水で十分に洗い、小さな茶碗に少し入れます。卵に昆布の
だし、少々の醤油と焼き塩を加えて味を調え、それを先ほどの茶碗に注いで蒸してください。

DeepSeek-R1
(thinking: off)

これは、大麦をよく洗って、十分に水でよくすすぎ、小さい茶碗に少し入れ、卵と昆布のだし
汁に少し醤油と焼き塩を加えて適当な味加減にし、先ほどの茶碗にかけて蒸らすのである。

Gemma-2-Llama-
Swallow-27b

これは、大麦を良く洗い、たっぷりの [Addition]水でよく洗い、小さな茶碗に少し入れ、卵に昆布
のだし汁に少し醤油と焼き塩を加えて、良い加減に煮て、その茶碗にかけ、混ぜ合わせます。

4.2 翻訳結果事例
JHPTの原文・参照訳の実例と，LLM 4モデルの

出力事例を表 4に示す．
一つ目の事例（千葉県史）では，原文の「是迄乗

参御番所乗越候段」の個所を中心に，各モデルで正
確さを欠く訳となっている．ただし，Claude Opus
と Gemini 3は，「御番所を通り過ぎたことの非を認
め謝罪する」中心的な文意を伝えている．他の 2モ
デルは，「不調法」5）を「不都合」と訳しているとみ
られ，謝罪の正確なニュアンスを示せていない．
二つ目の事例（江戸料理レシピ）では，原文の

5） 『日本国語大辞典第二版』では，「不調法」について「手
ぎわが悪く、下手なこと」や「不始末」という語釈がある．
後述の「よばす」については，麦を「煮る」「蒸す」の他，方
言として「ふやかす」という語釈がある．

「よばして」の個所および調理の工程全体について，
Claude Opusと Gemini 3 Flashは概ね適切に訳せてい
る．他の 2モデルでは，「よばして」を「洗って」や
「洗い」に誤訳するなどの誤りを含んでいる．
以上のように，Claudeと Geminiのモデルは比較

的正確な訳を示した一方，DeepSeek-R1と Gemma-2-
Llama-Swallowは，オープン LLMの中では高い自動
評価スコアながら，誤りが目立つ結果となった．

5 おわりに
古典日本語・現代日本語の対訳データセット

JHPTの拡張と，既存 LLMのドメイン別性能評価を
行った．今後，古典文学等にも焦点を当ててデータ
セットを更に拡大しつつ，オープン LLMの事後学
習等による性能改善にも取り組む予定である．
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表 5 表 4の原文に対する参照訳および LLM出力事例
原文 此段前文申上候通り楫痛殊ニ汐行悪敷候故、是迄乗参御番所乗越候段不調法可申上様無御座候、
参照訳 これは前に申し上げた通り楫が故障して、そのうえ潮流が悪かったので今までは寄港していた

浦賀番所を素通りしてしまったもので、不始末で申し訳ありません。
Claude Sonnet 4.5 この区間は[Addition]前文で申し上げました通り、櫓が痛んでおり、特に潮の流れが悪いため、こ

れまで乗り継いで御番所を通り過ぎてしまったことは、不手際としてお詫び申し上げる方法も
ございません。

GPT-5.2 (reasoning
effort: medium)

この件は前に申し上げたとおり、舵が傷み、ことに潮の具合も悪かったため、これまで乗り進ん
で御番所を通り越してしまったことは不調法であり、申し上げておわびするほかございません。

DeepSeek-R1
(thinking: on)

このたび前文で申し上げましたように、舵の故障が特にひどく、潮の流れも悪い状況であるた
め、これまでに船を[Omission: 乗参]御番所まで乗り入れることができなかった事情について、不都
合をお伝えする方法もございませんでした。

llm-jp-3.1-13b-
instruct4

この段、前文で申し上げました通り、楫（かじ）の具合が特に悪く、潮の流れも非常に悪いた
め、これまで[Omission: 乗参]乗場の御番所を乗り越したことを無礼千万に[Dependency]申し上げるつも
りは毛頭ございません。

sarashina2.2-3b-
instruct-v0.1

この段、先ほど述べました通り、船酔いが激しく、また潮の流れが悪く、これまで[Omission: 乗参]

予定されていた番所を乗り越すこととなりました。大変不届きな次第であり、申し訳なく思っ
ております。

原文 是は大麥をよくよばしてずいぶん水にて能あらひ小茶碗にすこし入レたまごに昆布のだし
にすこし醬油とやき塩とを入レよきかげんして右茶碗にかけてむすべし

参照訳 これは、大麦をよくふやかし、水で丁寧に洗い、小茶碗に少し入れる。卵に昆布出汁と少量の
醬油、焼塩を入れ、丁度よい味加減にし、右の茶碗にかけて、蒸す。

Claude Sonnet 4.5 これは大麦をよく選別して十分に水でよく洗い、小さな茶碗に少し入れ、卵に昆布の出汁と少
しの醤油と焼き塩を入れて適度に加減し、右の茶碗にかけて蒸すのである。

GPT-5.2 (reasoning
effort: medium)

これは、大麦をよくゆでて、たっぷりの[Addition]水でよく洗い、小さな茶碗に少し入れる。卵に
昆布だしを加え、少ししょうゆと焼き塩も入れてほどよく味をととのえ、それをその茶碗に注
いで、蒸しなさい。

DeepSeek-R1
(thinking: on)

これは大麦をよく水に浸して十分に洗い、小さい茶碗に少し入れます。卵に昆布の出汁を加え、
少しの醤油と焼き塩を入れて適量に調節し、先ほどの茶碗にかけて蒸すとよい。

llm-jp-3.1-13b-
instruct4

これは、大麦をよく水に浸し、よく洗ってから、小茶碗に少し入れ、卵と昆布のだしに少し醤
油と焼き塩を入れて混ぜ、適当な加減にして、右の茶碗に入れて蒸しなさい。

sarashina2.2-3b-
instruct-v0.1

これは、大麦をよく洗って、十分に水で洗い、小さな茶碗に少量入れ、卵に昆布だしを少し、
醤油と焼き塩を加えてよく混ぜ合わせ、適切な味付けをして、右の茶碗にかけて蒸しなさい。

A.1 実験設定詳細
次の Hugging Face リポジトリ ID のオープン

LLM を用いた：sbintuitions/Sarashina2.2-3b-instruct-
v0.1 [15]，elyza/Llama-3-ELYZA-JP-8B [16]，tokyotech-
llm/Gemma-2-Llama-Swallow-9b-it-v0.1，tokyotech-
llm/Gemma-2-Llama-Swallow-27b-it-v0.1 [17]，llm-
jp/llm-jp-3.1-13b-instruct4 [18]，deepseek-ai/DeepSeek-
R1 [19]．ま た，次 の 商 用 LLM を API 経 由 で
利 用 し た：claude-opus-4-5-20251101 [20]，claude-
sonnet-4-5-20250929 [21]，gpt-5.2-2025-12-11 [22]，
gpt-5-2025-08-07 [23]，gemini-3-flash-preview [24]，
gemini-2.5-flash [25]．

各 LLMで，プロンプトは以下を用いた．
以下は日本の歴史資料の文章です。原文を現代日本
語に翻訳した現代語訳を出力し、他には何も出力し
ないでください。現代日本語として自然な文字・語
彙・表現・文法を用いて、原文の内容に忠実な訳とし
てください。英単語の使用を禁止します。
原文：{source_text}

現代語訳：

A.2 翻訳結果事例（追加 LLM分）
表 4の 2事例についての他の LLMの翻訳結果を

表 5に示す．DeepSeek-R1について，思考ありでの
推論結果を示したが，思考なしでの推論結果（表 4）
と比べて必ずしも誤りは減っていない．
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